
1．耐遅れ破壊特性に及ぼす化学成分の影響

遅れ破壊には水素が関与していることが知られている
が，合金元素，ミクロ組織，材料硬さ，結晶粒度などの
要因が複雑にからみあって起こるので発生原因を特定す
ることは難しい。ここでは，焼入れ焼戻し鋼において遅
れ破壊を引き起こすと考えられている鋼中の拡散性水素
量を測定し，水素量と合金元素との関係を調査した2）。
1．1 実験方法

試験材の化学成分を第 1表に示す。鋼 Aをベース鋼
とし，Si，Ni，Mo，V，Ti 量を変化させた鋼をそれぞ
れ鋼B～鋼 Fとした。焼入れ焼戻し処理したボルトの








